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1 ．は じ め に

　炭素循環の 理解や温 室効果ガ ス 観測衛星 デ
ー

タ の 検証

の た め に、地球大気中に存在する CO2、　CO 、　CH 生、　N20

等 の 大気微量成分によっ て 近赤外領域 の 吸収 をうけた 太

陽直達光 を観測する、地 上設置高分解能フ
ー

リエ 変換分

光計（FTS）による全球観測網 TCCON （Total　Carbon

Column 　Observing　Networ］OOrbl　2004年に 設立された。

TCCON は、装置、観測法、デ
ー

タ処理 ・補正 ・校正 に

対 して厳 しい条件を課すこ と に よ り、分光 リモートセ ン

シ ン グ観測 で は前例 の ない 不確 か さ（2 σ で CO2 ：0，8　pp皿 、

CH4 ： 7ppb ）を達成 し て い る。前回 の 気象学会 m で は

TCCON の 観測網、装置 と観測法、デー
タ解析、デー

タ

の 科学利用 に つ い て紹介 した。そ の 後 TCCON は、サイ

ト数が増加 し、解析プ ロ グラ ム も 2 回 の大きなバ
ー

ジ ョ

ン ア ッ プを行っ た。現在 TCCON データ は炭素循環等の

研究に 幅広く利用され、GOSAT や OCO −2 等の 温 室効果

ガス 観測衛星デー
タの 検証標準としての 地位を確立 して

い る 。講演 で は TCCON の 現状と今後 につ い て 発表す る 。

2 ．観測網

　TCCON にお ける最初 の 観測 は米国 Park 　Fa］lsで 開始

され、加 盟数 は 2011 年 で は 18 サ イ トで あ っ た が、2014

年には 26 サイ ト（数は変動する。運用 中：21 サイ ト、準

備 中；5サイ ト）に増加 した。TCCON サイ トは、熱帯か ら

極域、大陸、沿岸及び 島嶼、汚染及び清浄大気 の地域を

網羅 して い るが、南ア メ リカ、ア フ リカ お よ び東ア ジア

を 除 く ア ジ ア 域に は 存在 し な い 。現 在、南 ア メ リカ

Manausに TCCON サイ トが設置 されようとしてい る。

また 、 シベ リア Yekateriiburgの FTS や 2015年打上予

定の 中国の 二 酸化炭素観測衛星 TanSat の 検証の た め に

中国国内に FTS が設置され て お り、TCCON へ の 加盟が

期待 され て い る。更 に 空白地 域 を埋 め る よ うに設置が 期

待 され て い る が、TCCON は個 々 の サイ トが自助努力に

よ り資金を獲得して 活動を行っ て い る た め、すべ て の要

請を受け入れ るこ とは 困難で ある。

　 日本国内で は、つ くばサイ トが 2008年 12 月か ら日本

で最初の TCCON サイ トとし て
、 佐賀サイ トが 2011 年

6月か ら2番 目の TCCON サイ トとして観測を開始した。

更に、国立環境研究所は陸別 に FTS を移設 して、2013

年 11 月 か ら 3 番 目の TCCON サイ トとして観測を開始

したn2014 年 1 月には、つ くば及娜 垂別サ イ トの 検定の

ため の 航空機観測を行 っ た。

3 ．観測装置 、 観測法

　TCCON 共通 の FTS として Bruker　lFS　125　HR 及び

同等品が 用い られて い る。波長安定化した He −Ne　laser

を用 い て干渉計の フ リン ジを計測 して い る が、前回発表

以後 laser　sa皿 phng　errDr が発生 して い る こ とが明らか

となっ た、Bruker　optics　k±の 協力に より、その 原因は解

明され、TCCON の FTS は改善され た部品 にすべ て交換

された。新規 FTS を入 手する際、この 問題を解決 したも

の が納入されて い る n 更に、HCI ガス セ ル を用い て 定期

的に 或い は 大気観測 と同時 に 装置関数を測定して い る。

4 ，デー
タ解析

　デ
ータ解析 は、共通 プ ロ グ ラム で あ る GFIT を用い て

共通の 解析条件（解析波数領域、分光パ ラメ
ー

タ、先験値

等）で行い 、まず CO2、　CH4、02等の カ ラ ム 量が導出され

る、次に、カ ラ ム 平均濃度 XY は、　XErLO．2095 × （Y カ ラ ム

量う／（02カ ラム 鋤 で計算され る。更に、ai皿 1ass 依存性

を補正 し、WMO 　gas　scale に準拠 した航空機観測によ る

鉛直分布データ を用い て校正 され て い る。現在公開中の

バ ージ ョ ン は GGG2012 で あ る。今年 5 月に GGG2014

が リ リース され 本 プ ロ グラム を用 い た 再 処 理 が 行わ れ て

い る。GGG2014 では、1aser　sampli 皿 g　error に よ り02

カ ラム 量 の 導出に 誤差を与えて い た ス ペ ク トル を修正 す

る処理 が組み 込 まれ、分光パ ラ メ
ー

タや先験値も最善 の

もの に変更され て い る。これ に よ り、airmass 依存性 の

補正 値、航空機観測 に よ る校正 値 も幾分変わ っ て い る。

5 ．今後

　解析プ ロ グラム の 次期バ ージ ョ ン で は装置関数による

影響等の 新しい 機能が組み 込 まれ る 予 定で あ る．さらな

る高精度化を目指 し、高緯度 に おける a 血 1ass 依存性 と

TCCON の 校 正観測 の 高頻度化 に つ い て検討が行われ て

い る．更に、TCCON で 用い られて い る FTS が高価であ

るた め 、 よ り安価な低分解能 FTS 等を用 い た観測千法の

検討が行われ て い る。また、今後計画されて い る温室効

果ガ ス 観測衛 星 プ ロ ジェ ク トの 検証活動の
一
環として、

新規 TCCON サ イ トの 設置も計画 され て い る。
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